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　国勢調査は、住民票などの登録に関係なく、平成17年10月１日（土）現在に住んでいる

場所で、世帯ごとに調査します。９月下旬から調査員が各世帯を訪問します。次のような

人は注意してください。 

　調査員がお伺いして留守の場合、連絡先を書いた「連絡メモ」を置いてい
きますので、都合の良い日時を調査員に伝えてください。 
　また、９月30日（金）までに調査票が届いていないときは、総合政策課に
ご連絡ください。 

単身赴任などで２カ所に住
居を持っている人 

旅行、出張などで一時的に
自宅を離れている人 

病院、療養所などに入院し
ている人 

学生寮、寄宿舎、下宿屋、
県人会などの学生寮、学生
会館から通学している学生 

自宅で記入 
※９月下旬に旅行などで自宅を離れる人は
総合政策課に連絡ください。 

寝泊りする日数が多いほうで記入 

旅行先や出張先で記入 

学生寮、寄宿舎で記入 

入院先で記入 

自宅で記入 

●問合先　総合政策課 

※詳しいことは、調査票と一緒に配布する「調査票の記入のしかた」で確認するか 
　総合政策課にお問い合せください。 

３カ月未満 

３カ月以上 

すでに３カ月以上入院 

入院して３カ月にならない人 

3.

4.

2.

1.
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可
児
郷
土
歴
史
館
で
は
、（
財
）
岐
阜
県
教

育
文
化
財
団
文
化
財
保
護
セ
ン
タ
ー
と
共
催

で
、平
成　

年
度
の
特
別
展
を
開
催
し
ま
す
。

１７

今
年
は
、
東
海
環
状
自
動
車
道
建
設
に
伴

い
、
平
成　

〜　

年
度
に
か
け
て
、
市
東
部

１１

１３

の
柿
田
地
区
で
行
わ
れ
た
発
掘
調
査
の
成
果

を
紹
介
し
ま
す
。

　

弥
生
時
代
か
ら
中
世
に
か
け
て
の
土
器
・

木
製
品
な
ど
の
出
土
品
や
住
居
址
、
水
制
遺

構
（
か
ん
が
い
や
護
岸
施
設
な
ど
）
と
い
っ

た
、
当
時
の
様
子
を
示
す
貴
重
な
遺
構
の
写

真
パ
ネ
ル
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。
ま
た
「
柿

田
遺
跡
」
に
隣
接
し
、
密
接
な
関
係
を
持
つ

「
前
山
２
号
墳
」「
杉
ケ
洞
３
・
５
号
墳
」
に

つ
い
て
も
出
土
品
の
展
示
を
行
い
ま
す
。

　

優
れ
た
技
術
に
よ
っ
て
築
か
れ
た
遺
跡
の

全
容
を
通
し
て
、
柿
田
地
区
の
歴
史
的
変
遷

に
つ
い
て
学
ぶ
よ
い
機
会
で
す
。

●
開
催
期
間　

９
月　

日
（
祝
）
〜　

月　

２３

１１

２７

日
（
日
）

●
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時　

分
３０

●
休
館
日　

月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
開

館
）、
祝
日
の
翌
日
（
９
月　

日
（
土
）
は

２４

開
館
）

●
場
所　

可
児
郷
土
歴
史
館
（
久
々
利
）

●
展
示
物　

発
掘
出
土
資
料
約
４
０
０
点

●
入
場
料　

一
般
３
１
０
円　

小
・
中
学
生

　

円
７０

●
問
合
先　

文
化
振
興
課
、
可
児
郷
土
歴
史

館　

�
�
０
２
１
１

　特別展「発掘スペシャル可児　埋もれて

いた柿田の歴史」では、展示に関連した記

念講演会を開催します。また、講演会の開

催日は、可児郷土歴史館の入館料が無料と

なりますので、皆さんぜひご来場ください。

�期日　１０月１日（土）

�講師　近藤大典さん（関市教育委員会）

�期日　１０月２９日（土）

�講師　伊藤秋男さん（南山大学教授）

�期日　１１月１２日（土）

�講師　小野木学さん（岐阜県教育委員会）

〔共通事項〕

●時間　午後１時３０分～

●場所　久々利公民館

●参加費　無料

　講演会当日は、午前１１時から展示説明
会を開催します。

展示説明会と記念講演会を開催

発
掘
ス
ペ
シ
ャ
ル
可
児 

平
成
１７
年
度
の
特
別
展
と
し
て
「
発
掘
ス
ペ
シ
ャ
ル
可
児
　

埋
も
れ
て
い
た
柿
田
の
歴
史
」
を
開
催
し
ま
す
。 

可児郷土歴史館特別展 
 

弥生～古墳時代の容器と家具 

中世の水制遺構

講演１　「柿田遺跡」と出土した墨書土器

について

講演３　「柿田遺跡」と周辺の景観の変遷

について

講演２　「柿田遺跡」と「東山道」について
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市
は
、
平
成　

年　

月
に
「
第
三
次
行
政

１２

１１

改
革
大
綱
」
を
策
定
し
、
平
成　

年
度
か
ら

１３

　

年
度
ま
で
の
５
年
間
を
推
進
期
間
と
し
て
、

１７行
政
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。こ
れ
は
、

市
民
福
祉
の
向
上
や
生
活
の
豊
か
さ
と
ゆ
と

り
を
実
感
で
き
る
地
域
社
会
を
築
き
、
新
た

な
行
政
課
題
に
対
応
で
き
る
行
政
シ
ス
テ
ム

の
整
備
と
行
政
の
質
的
向
上
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
も
の
で
す
。

　

今
回
は
、１
０
０
を
超
え
る
項
目
の
う
ち
、

４
年
目
に
当
た
る　

年
度
に
行
っ
た
主
な
取

１６

り
組
み
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
第
三
次
行
政
改
革
大
綱
の
最
終

年
度
に
当
た
る
た
め
、
現
在
、
平
成　

年
度

１８

か
ら　

年
度
ま
で
の
５
年
間
を
推
進
期
間
と

２２

し
た
、
第
四
次
行
政
改
革
大
綱
の
策
定
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
幅
広
い
意

見
が
聞
け
る
よ
う
、
市
民
公
募
委
員
３
人
を

含
む　

人
の
委
員
で
構
成
す
る
行
政
改
革
懇

１４

談
会
を
開
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
い
た
だ

い
て
い
き
ま
す
。

　

行
政
改
革
の
推
進
に
よ
り
、
簡
素
で
効
率

的
な
市
役
所
を
目
指
し
、
最
少
の
経
費
で
最

大
の
効
果
を
挙
げ
る
よ
う
、
常
に
そ
の
組
織

お
よ
び
運
営
の
合
理
化
に
努
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

今
後
も
よ
り
一
層
、
市
民
福
祉
の
向
上
を

目
指
し
、
新
し
い
時
代
に
対
応
で
き
る
柔
軟

で
活
力
あ
る
行
財
政
運
営
の
た
め
の
取
り
組

み
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
行
政
改
革
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

●
問
合
先　

総
合
政
策
課

成　　果内　　容

１０月から市内の全小学校に移動図書館の運行
を開始し、利用者の増加を図りました

移動図書館のステーシ
ョン場所再編

各種補助金について、１件を廃止、２１件を減額
しました。これにより、年間１３,５１３,０００円が削
減されました。対１１年度比では、１３.６％の削減
となります

各種補助金の見直し

各種審議会などへの女性登用率が、３０％となり
ました（１２年度：２０.１％）

審議会、委員会等の見
直し

公用車の集中管理をさらに推進し、出先機関等
を除いた、共用車による集中管理割合を５１％と
しました（１２年度：２８％）

公用車の集中管理

「可児市公の施設の指定管理者の指定の手続等
に関する条例」を制定しました

指定管理者制度（※１）
導入の検討

可児市次世代育成支援行動計画、可児市都市計
画マスタープランの見直しについてパブリッ
クコメント（※２）を行いました

計画策定段階からの市
民参加による行政の推
進

総合会館、福祉センター、公民館、体育施設等
の各施設の使用料の改定を行いました

使用料・手数料の見直
し

未利用市有地を処分・活用しました
処分２件（１,１７４㎡）
貸付１件（３７㎡）

未利用市有地の有効活
用

官民境界立会い、道路水路占用などの記録書類
や、過去撮影された航空写真などの情報を電子
化し、問い合わせなどへ素早い対応ができるよ
うになりました

記録書類の電子化

住民情報システムの方式を切り替え、機器借上
料を大幅に削減しました

行政情報の効率化

平成１６年７月から、水道検針業務を民間事業者
へ委託しました

民間への業務委託

※１　公の施設の管理を自治体が外部に委ねる場合は、相手先が市の出資法人や公共的
団体などに限られていましたが、指定管理者制度を導入すると、市議会の議決を
経て、指定された民間事業者を含む幅広い団体（指定管理者）に委ねることがで
きるという制度。

※２　行政機関が政策の立案などを行おうとする際にその案を公表し、この案に対して
広く市民の皆さんから意見や情報を提出してもらう機会を設け、行政機関は、提
出された意見などを考慮して最終的な意思決定を行うというもの。

平成１６年度の主な取り組み

行政改革を実施 
市は、第三次行政改革大綱により、行政改革に取り組んでいます。 
ここでは、平成１６年度に実施した内容や成果などを紹介します。 

行政改革を実施 行政改革を実施 行政改革を実施 行政改革を実施 
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１
�
制
度
改
正
の
あ
ら
ま
し

　

介
護
保
険
の
３
施
設
（
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
、介
護
老
人
保
健
施
設
、

介
護
療
養
型
医
療
施
設
）
に
入
所
し

て
い
る
人
に
は
、
介
護
保
険
か
ら
、

食
費
の
一
部
や
居
住
費
が
支
給
さ
れ

て
い
ま
す
。
一
方
、
在
宅
で
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
て
い
る
人
は
、
生
活
に
必

要
な
費
用
は
す
べ
て
自
己
負
担
と
な

っ
て
お
り
、
同
じ
介
護
サ
ー
ビ
ス
利

用
者
の
間
に
不
公
平
が
生
じ
て
い
ま

し
た
。
こ
れ
を
解
消
す
る
た
め
、
介

護
保
険
３
施
設
や
短
期
入
所
（
シ
ョ

ー
ト
ス
テ
イ
）
の
居
住
費
と
食
費
に

つ
い
て
は
、
全
額
を
利
用
者
が
負
担

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

通
所
介
護
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）
と
通

所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
（
デ
イ
ケ

ア
）
の
食
費
に
つ
い
て
も
、
全
額
自

己
負
担
と
な
り
ま
す
。（
表
１
）

２
�
低
所
得
者
を
対
象
と
し
た
負
担

軽
減
制
度

　

制
度
の
改
正
に
伴
い
、
所
得
が
低

い
人
の
施
設
や
短
期
入
所
の
利
用
が

困
難
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
世
帯
の

所
得
状
況
に
応
じ
て
居
住
費
お
よ
び

食
費
の
自
己
負
担
の
上
限
額
が
定
め

ら
れ
ま
す
。（
表
２
）
こ
の
制
度
を
受

け
る
に
は
、
い
き
い
き
長
寿
課
で
手

続
き
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
在
宅
の

人
で
も
短
期
入
所
を
利
用
さ
れ
る
場

合
は
、
上
限
額
の
適
用
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
の
で
、
手
続
き
を
し

て
下
さ
い
。

１
�
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
額
の

見
直
し

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
と
費

用
の
１
割
は
利
用
者
が
負
担
し
ま

す
。
１
カ
月
の
自
己
負
担
額
が
一
定

の
額
（
上
限
額
）
を
超
え
た
場
合
、

申
請
に
よ
り
超
え
た
部
分
を
払
い
戻

し
す
る
制
度
が
、
高
額
介
護
サ
ー
ビ

ス
費
の
支
給
制
度
で
す
。
現
在
、
市

民
税
世
帯
非
課
税
の
人
の
上
限
額
は

２
万
４
６
０
０
円
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、　

月
サ
ー
ビ
ス
利
用
分
か
ら
、

１０

表
２
の
利
用
者
負
担
段
階
の
第
２
段

階
に
該
当
す
る
人
は
１
万
５
０
０
０

円
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。

２
�
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
支
給
申

請
の
負
担
軽
減

　

現
在
、
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
支

給
の
対
象
と
な
る
人
は
、
利
用
月
ご

と
に
申
請
書
と
該
当
す
る
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
領
収
書
の
提
出
が
必
要
で
し

た
が
、　

月
申
請
分
か
ら
は
、
申
請

１０

書
に
て
振
込
先
な
ど
を
一
度
届
け
出

す
れ
ば
、
以
後
は
申
請
書
お
よ
び
領

収
書
の
提
出
は
不
要
と
な
り
ま
す
。

●
問
合
先　

い
き
い
き
長
寿
課

平
成　

年
４
月
か
ら
介
護
保
険
制
度
が
改
正
さ
れ
ま
す
。
な
か
で
も
、
介
護
保
険
施
設
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
の

１８

見
直
し
に
つ
い
て
は
、
平
成　

年　

月
か
ら
前
倒
し
で
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
介
護
保
険
は
皆
さ

１７

１０

ま
の
保
険
料
で
支
え
ら
れ
て
い
る
制
度
で
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

介
護
保
険
施
設
な
ど
の
利
用
料
が
変
わ
り
ま
す 
介
護
保
険
施
設
な
ど
の
利
用
料
が
変
わ
り
ま
す ※２居住費・食費のほか施設で受けた介護サービスの利用者負担分（１割負担）　

および日用品などの実費負担が必要となります。
※３標準的な金額ですので、実際の契約額は上下することがあります。

表２　所得段階による居住費・食費の日額
合計※２食費居住費施設・部屋の種類利用者負担段階

１,１２０円

３００円

８２０円ユニット型個室
生活保護受給者、住
民税世帯非課税の
老齢福祉年金受給
者

第１
段階

７９０円４９０円ユニット型準個室

７９０円４９０円老健・療養型
従来型個室

６２０円３２０円特養

３００円０円多床室（相部屋）

１,２１０円

３９０円

８２０円ユニット型個室
住民税世帯非課税
で課税対象となる年
金収入額と合計所
得金額の合計が８０
万円以下の人

第２
段階

８８０円４９０円ユニット型準個室

８８０円４９０円老健・療養型
従来型個室

８１０円４２０円特養

７１０円３２０円多床室（相部屋）

２,２９０円

６５０円

１,６４０円ユニット型個室
住民税世帯非課税
で課税対象となる年
金収入額と合計所
得金額の合計が８０
万円～２６６万円の人

第３
段階

１,９６０円１,３１０円ユニット型準個室

１,９６０円１,３１０円老健・療養型
従来型個室

１,４７０円８２０円特養

９７０円３２０円多床室（相部屋）

３,３５０円

１,３８０円

１,９７０円ユニット型個室

住民税世帯課税お
よび住民税課税者

参考

第４
段階
※３

３,０２０円１,６４０円ユニット型準個室

３,０２０円１,６４０円老健・療養型
従来型個室

２,５３０円１,１５０円特養

１,７００円３２０円多床室（相部屋）

表１　介護保険施設などの利
用者負担額の変更

通所介護（デイサービス）
通所リハビリテーション（デイケア）

改正後現　行

変更無し
介護サービス費の
１割負担

変更無し日常生活費の負担

食費の全額負担食費の一部負担

特別養護老人ホーム、介護老人保健施
設、介護療養型医療施設、短期入所

改正後現　行

変更無し
介護サービス費の
１割負担

変更無し日常生活費の負担

食費の全額負担食費の一部負担

居住費の全額負担居住費※１

介
護
保
険
施
設
サ
ー
ビ
ス

費
の
見
直
し

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の

見
直
し

※１現在、施設の居住費は施設によって
無料から全額利用者負担までとなっ
ています。
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電
子
投
票
に
よ
る
可
児
市
議
会

議
員
選
挙
に
お
い
て
、
市
民
の
皆

さ
ま
を
は
じ
め
関
係
各
方
面
に
多

大
な
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
、
深
く

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
問
題
に
対
し
ま
し
て
、
市

長
、
助
役
お
よ
び
収
入
役
の
給
与

を
減
給
す
る
関
係
条
例
の
改
正
を

行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
当
時
の
選

挙
管
理
委
員
会
事
務
局
職
員
３
人

に
対
し
、
８
月　

日
付
け
で
戒
告

２２

な
ど
の
処
分
を
行
い
ま
し
た
。

【
条
例
改
正
の
内
容
】

　

市
長
＝
９
月
か
ら　

月
ま
で
の

１１

３
カ
月　

給
料
月
額
の

　

分
の
２
を
減
額

１０

　

助
役
＝
９
月
と　

月
の
２
カ
月

１０

給
料
月
額
の　

分
の
１

１０

を
減
額

　

収
入
役
＝
９
月（
１
カ
月
）　

給

料
月
額
の　

分
の
１
を

１０

減
額

　

ま
た
、
電
子
投
票
機
を
レ
ン
タ

ル
し
た
株
式
会
社
ム
サ
シ
に
対
し

て
の
損
害
賠
償
請
求
に
つ
い
て

は
、現
在
協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。

今
後
、
協
議
が
ま
と
ま
り
次
第
、

そ
の
結
果
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
ご

報
告
い
た
し
ま
す
。

●
問
合
先　

選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
（
総
務
課
内
）
ま
た
は
秘

書
課

特
別
職
の
減
給
お
よ
び

職
員
の
処
分 平

成
１５
年
の
可
児
市
議
会 

選
挙
無
効
に
お
け
る
対
応
に
つ
い
て 

電子 
投票 

新聞などで報道されましたように、７
月上旬から市の６２施設を対象に調査を
実施したところ、７施設の天井などの
屋根の建材などにアスベストが含まれ
ていることが判明しました。
市は、除去をはじめとする対策を実施
していきます。

市の施設におけるアスベスト使用状況
　市は、７月上旬から市民利用に供する６２施設を対象

に、アスベストが含まれている建材など（吹き付けアス

ベスト・折板裏打ちアスベスト断熱材）の使用を調査し

たところ、次の７施設で使用が認められました。

○今渡北小学校屋内運動場

○南帷子小学校屋内運動場

○桜ケ丘小学校屋内運動場

○姫治公民館体育館

○Ｂ＆Ｇ海洋センター器具庫など

○兼山保育園遊戯室

○兼山振興事務所機械室

　これらの施設の屋内アスベスト濃度は、基準を下回る

数値でしたが、飛散の未然防止および市民の皆さんの不

安を取り除くため、教育施設などについては、除去工事

を早急に実施します。この工事に伴い、工事終了までの

間、該当施設の使用を禁止します。ご迷惑をお掛けしま

すが、ご理解、ご協力をお願いします。

　なお、今後とも、必要な調査を継続して行い対応を図

っていきます。

市民の相談窓口を設置
　市は、市が所有または管理する施設のアスベスト対策

の検討およびアスベストに関する市民の皆さんからの

各種相談に対応するため「可児市アスベスト対策検討委

員会」を設置しました。

　各部課が連携協力しアスベストの情報収集を行い、対

策を適切に行うとともに、市民の皆さんからの問い合わ

せに対しては、相談窓口を設置しました。

市民の相談窓口
●健康相談窓口（健康に関することは）　健康増進課
●建築相談窓口（建築物に関することは）　建築指導課
●総合窓口（アスベスト対策全般に関することは）環境
課

アスベストとは
　天然の鉱物繊維で、石綿（せきめん・いしわた）とも呼ばれ
ています。昭和５０年ごろまでに主に建設工事において保温断熱
材などに使われてきました。飛び散り、吸い込むことによって、
１５年～４０年の潜伏期間を経て、悪性中皮腫、肺がんなどの病気
を引き起こす恐れがあります。

市施設における 
アスベストの使用状況と 
その対策ついて 

市施設における 
アスベストの使用状況と 
その対策ついて 

市施設における 
アスベストの使用状況と 
その対策ついて 

　広報かに９月１日号の１４ペー
ジの内容に誤りがありました。
　正しい内容は次の通りです。

平成１６年度兼山町一般会計の円
グラフ中
【収入】

�町税７.７％
　１億１２３万２千円（△２.５％）
�使用料及び手数料２.２％
　２,９００万５千円（△１.９％）

�町債６.３％　
８,１９０万円（△２３.２％）

�分担金及び負担金０.２％　
２０５万４千円（２.７％）

【支出】

　�土木費６.１％
　６,３１７万５千円（１７.６％）

●問合先　総務課

広報かにの訂正について
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か
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー 

ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ポ
を
開
催

　

か
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
は
、「
子
ど
も
の
心

と
体
と
社
会
〜
い
の
ち
と
心
の
悲
鳴
に
耳
を

傾
け
よ
う
〜
」
を
テ
ー
マ
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
開
催
し
ま
す
。

●
期
日　
　

月
２
日
（
日
）

１０

●
時
間　

午
後
１
時　

分
〜
３
時　

分

３０

４５

●
場
所　

総
合
会
館
分
室（
Ｊ
Ｒ
可
児
駅
西
）

●
内
容　

岡
田
宏
子
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ア

ス
ペ
・
エ
ル
デ
の
会
）
の
講
演
と
意
見
交

換

●
参
加
費　

無
料

●
問
合
先　

同
セ
ン
タ
ー　

�
�
１
２
２
２

可
児
市
文
化
協
会
洋
楽
部 

秋
の
音
楽
祭
を
開
催

　

可
児
市
文
化
協
会
洋
楽
部
は
、
秋
の
音
楽

祭
を
開
催
し
ま
す
。

●
期
日　
　

月
２
日
（
日
）

１０

●
時
間　

午
後
３
時　

分
〜
（
午
後
３
時
開

３０

場
）

●
場
所　

文
化
創
造
セ
ン
タ
ー（
下
恵
土
）

●
内
容　

個
人
・
団
体
会
員
に
よ
る
声
楽
、

ピ
ア
ノ
、
合
唱
な
ど

●
入
場
料　

無
料

●
問
合
先　

同
部
の
奥
村
多
代
子
さ
ん

�
�
１
７
４
０

華
音
シ
ン
フ
ォ
ニ
ッ
ク
バ
ン
ド 

定
期
演
奏
会
を
開
催

　

華
音
シ
ン
フ
ォ
ニ
ッ
ク
バ
ン
ド
は
第
３
回

定
期
演
奏
会
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
お
出
掛

け
く
だ
さ
い
。

●
期
日　
　

月
８
日
（
土
）

１０

●
時
間　

午
後
５
時
〜
（
午
後
４
時　

分
開

３０

場
）

●
場
所　

美
濃
加
茂
市
文
化
会
館
（
美
濃
加

茂
市
島
町
）

●
指
揮　

角
堀
善
規
さ
ん

●
入
場
料　

前
売
り
５
０
０
円
、
当
日
８
０

０
円
（
未
就
学
児
無
料
）

【市役所】〒509-0292 広見一丁目1番地　1烝1111
URL http://www.city.kani.gifu.jp/

催
し 

E
ven

t

●
チ
ケ
ッ
ト
販
売
場
所　

松
栄
堂
楽
器
可
児

店
（
広
見
） 

�
�
３
１
５
１

●
問
合
先　

同
バ
ン
ド
の
小
林
さ
ん
�
０
９

０
（
９
１
２
６
）
５
１
６
２
、
電
子
メ
ー

ルcan
on
sy
m
p
h
on
icb
an
d
0220@

c.v

od
afon
e.n
e.jp

ガ
ラ
ス
工
芸
作
品
展 

講
座
の
作
品
を
一
堂
に

　

わ
く
わ
く
体
験
館
は
、
平
成　

・　

年
度

１６

１７

ガ
ラ
ス
工
芸
講
座
の
受
講
生
作
品
を
展
示
し

ま
す
。
ぜ
ひ
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

●
期
日　
　

月
７
日
（
金
）
〜　

日
（
月
）

１０

１０

●
時
間　

午
前　

時
〜
午
後
５
時
（
７
日
は

１０

午
後
８
時
ま
で
）

●
場
所　

文
化
創
造
セ
ン
タ
ー

●
内
容　

吹
き
ガ
ラ
ス
と
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス

の
作
品
、
約
１
４
０
点

●
入
場
料　

無
料

●
問
合
先　

わ
く
わ
く
体
験
館�

�
１
５
１
５

 （
財
）
可
児
市
公
共
施
設
振
興
公
社 

パ
ー
ト
給
食
調
理
員
を
募
集

　

可
児
市
公
共
施
設
振
興
公
社
は
、
給
食
調

理
員
（
パ
ー
ト
職
員
）
を
募
集
し
ま
す
。

●
勤
務
期
間　

平
成　

年　

月
１
日
〜　

年

１７

１１

１８

３
月　

日
３１

●
勤
務
時
間　

月
〜
金
曜
日
の
午
前
８
時
〜

午
後
４
時　

分
３０

●
勤
務
場
所　

市
内
調
理
場

●
募
集
人
数　

３
人

●
募
集
締
切　

９
月　

日
（
金
）

３０

●
申
込
・
問
合
先　

同
公
社
�
�
０
１
１
１

可
児
ケ
ナ
フ
の
会 

ケ
ナ
フ
を
使
っ
て
染
色
し
よ
う

　

市
民
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
「
可
児
ケ
ナ

フ
の
会
」
は
、
環
境
学
習
と
し
て
ケ
ナ
フ
を

使
っ
た
染
色
講
習
会
の
参
加
者
を
募
集
し
ま

す
。

●
期
日　

９
月　

日
（
木
）

２９

●
時
間　

午
前
９
時　

分
〜
正
午

３０

●
場
所　

中
恵
土
公
民
館

●
内
容　

ケ
ナ
フ
の
花
や
藍
を
使
っ
た
ス
カ

ー
フ
な
ど
の
染
色

●
定
員　
　

人
（
先
着
順
）　

１０

●
参
加
費　

５
０
０
円
か
ら
（
材
料
費
）

●
問
合
先　

環
境
課

募
集 

In
vitation

受講生の作品が並ぶ会場（昨年）
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

子
ど
も
に
本
を
読
む
こ
と 

父
親
の
子
育
て
を
考
え
よ
う

　

市
と
家
庭
教
育
推
進
協
議
会
は
、
小
池
肇

子
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
て
開
催
す
る
講
演
会

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
期
日　
　

月　

日
（
土
）

１０

２９

●
時
間　

午
後
１
時　

分
〜
３
時　

分

３０

１０

●
場
所　

文
化
創
造
セ
ン
タ
ー（
下
恵
土
）

●
講
師　

小
池
肇
子
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
く

す
く
す
理
事
・
鶯
谷
高
校
非
常
勤
講
師
）

●
テ
ー
マ　
「
子
ど
も
に
本
を
読
む
こ
と
〜

お
父
さ
ん
の
た
め
に
〜
」

●
対
象
者　

子
育
て
中
の
親
お
よ
び
一
般

●
定
員　

１
０
０
人
（
先
着
順
）

●
参
加
費　

無
料　

●
申
込
開
始
日　

９
月　

日
（
月
）

２６

※
託
児
が
必
要
な
人
は
、　

月　

日
（
月
）

１０

１７

ま
で
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
（
先
着

　

人
）。

２０
●
申
込
・
問
合
先　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習

係
心
の
健
康
講
座 

み
ん
な
で
知
ろ
う

　

市
は
、「
ひ
き
こ
も
り
」「
う
つ
病
」「
発
達

障
害
」
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
う
「
心
の
健

康
講
座
〜
み
ん
な
で
知
ろ
う
〜
」
の
受
講
者

を
募
集
し
ま
す
。

●
期
日　

①
９
月　

日（
水
）　

②　

月
７
日

２８

１０

（
金
）　

③　

月　

日
（
火
）
全
３
回

１０

１８

●
時
間　

午
後
７
時
〜
９
時

●
場
所　

広
見
公
民
館
ゆ
と
り
ピ
ア

●
内
容
と
講
師　

①
「
ひ
き
こ
も
り
」
鈴
木

美
登
里
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
名
古
屋
オ
レ

ン
ジ
の
会
理
事
）　

②
「
う
つ
病
」
児
玉
佳

也
さ
ん（
の
ぞ
み
の
丘
ホ
ス
ピ
タ
ル
院
長
）

③
「
発
達
障
害
」
松
波
和
子
さ
ん
（
関
市

養
護
訓
練
セ
ン
タ
ー
所
長
）

●
対
象
者　

一
般
（
１
回
ご
と
の
参
加
可
）

●
定
員　

１
回
１
０
０
人
程
度

●
受
講
料　

無
料

●
申
込
締
切　

９
月　

日
（
月
）

２６

●
申
込
・
問
合
先　

福
祉
課

マ
イ
カ
ー
点
検
教
室 

安
全
な
車
生
活
の
た
め
に

　
（
社
）
岐
阜
県
自
動
車
整
備
振
興
会
は
、
ド

ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
、
車
の
日
常

的
な
点
検
や
簡
単
な
ト
ラ
ブ
ル
へ
の
対
処
法

な
ど
に
つ
い
て
学
ぶ
、
マ
イ
カ
ー
点
検
教
室

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
期
日　
　

月
８
日
（
土
）

１０

●
時
間　

午
前
９
時　

分
〜
午
後
２
時　

分

３０

３０

●
場
所　

岐
阜
県
自
動
車
整
備
振
興
会
東
濃

会
館
（
多
治
見
市
美
坂
町
）

●
定
員　
　

人
程
度

２５

●
参
加
費　

無
料
（
昼
食
付
き
）

●
申
込
締
切　
　

月
５
日
（
水
）

１０

●
申
込
・
問
合
先　

同
振
興
会　

�
０
１
２

０
（
４
１
９
０
）
７
７
、
�
０
５
８
（
２

７
９
）
３
７
２
６

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
身
近
な
交
通
手
段
と

し
て
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
「
さ
つ
き

バ
ス
」
。
現
在
市
内
を
９
路
線
で
運
行
し

て
い
ま
す
が
、　

月
１
日
か
ら
兼
山
線
が

１０

新
た
に
運
行
を
開
始
し
ま
す
。

　

新
路
線
は
、
今
年
５
月
１
日
に
合
併
し

た
兼
山
地
区
〜
市
役
所
間
の
往
復
約　

キ
１４

ロ
メ
ー
ト
ル
を　

分
で
結
ぶ
も
の
で
、
毎

３５

週
火
・
木
・
土
曜
日
に
１
日
４
便
運
行
し

ま
す
。
兼
山
地
区
か
ら
市
中
心
部
へ
、
ま

た
兼
山
地
区
へ
訪
れ
る
際
の
交
通
手
段
と

し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
兼
山
線
の
運
行
開
始
に
合
わ
せ

て
、
車
い
す
利
用
者
に
配
慮
し
た
ス
テ
ッ

プ
リ
フ
ト
バ
ス
を
新
た
に
１
台
導
入
し
ま

す
。
ス
テ
ッ
プ
リ
フ
ト
バ
ス
と
は
、
入
口

の
ス
テ
ッ
プ
を
リ
フ
ト
と
し
て
利
用
で
き

る
バ
ス
の
こ
と
で
、
車
い
す
利
用
者
の
乗

降
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る
車
両
で
す
。
こ

れ
に
よ
り
さ
つ
き
バ
ス
の
ス
テ
ッ
プ
リ
フ

ト
バ
ス
は
計
２
台
と
な
り
、
よ
り
便
利
に

ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

※
ス
テ
ッ
プ
リ
フ
ト
バ
ス
を
利
用
す
る
に

は
、
利
用
の
前
日
ま
で
に
電
話
（
�
�

４
３
８
５
）
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
（
�
�

４
３
８
６
）
で
東
濃
鉄
道
（
株
）
可
児

営
業
所
に
連
絡
が
必
要
。

　

さ
つ
き
バ
ス
で
は
、
乗
継
停
留
所
で
乗

り
継
ぐ
場
合
に
、
１
乗
車
に
つ
き
１
回
の

み
無
料
で
乗
継
券
を
発
行
し
ま
す
。
利
用

で
き
る
の
は
次
の
通
り
で
す
。

●
利
用
条
件　

目
的
地
へ
行
く
た
め
に
、

ほ
か
の
路
線
へ
乗
り
継
ぐ
場
合
（
直
近

の
便
の
利
用
に
限
る
）

●
乗
継
停
留
所　

市
役
所
、
西
可
児
駅
、

文
化
創
造
セ
ン
タ
ー（
下
恵
土
）、
可
児

川
苑
（
坂
戸
）、
福
寿
苑
（
大
森
）

　

新
し
い
路
線
や
現
在
の
路
線
を
あ
ら
た

め
て
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

さ
つ
き
バ
ス
を
無
料
運
行
し
ま
す
。
こ
の

機
会
に
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
実
施
日　
　

月
１
日
（
土
）、
３
日
（
月
）

１０

〜
８
日
（
土
）

●
実
施
路
線　

全
路
線
・
全
便

※
各
路
線
の
ル
ー
ト
・
ダ
イ
ヤ
な
ど
の
詳

細
に
つ
い
て
は
「
ル
ー
ト
図
・
時
刻
表
」

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

総
合
政
策
課

１０
月
１
日（
土
）発
車
発
車 

 
１０
月
１
日（
土
）発
車 

 

乗
継
券
の
利
用
に
つ
い
て 

全
路
線
を
無
料
運
行 
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国
土
交
通
省 

モ
ニ
タ
ー
を
募
集

　

国
土
交
通
省
中
部
地
方
整
備
局
は
、道
路
、

河
川
、
ま
ち
づ
く
り
な
ど
に
つ
い
て
、
地
域

住
民
と
行
政
の
相
互
理
解
を
深
め
た
り
、
今

後
の
地
域
の
在
り
方
を
話
し
合
っ
た
り
す
る

「
い
き
い
き
モ
ニ
タ
ー
」
を
募
集
し
ま
す
。

●
応
募
資
格　

満　

歳
以
上
で
、
無
償
で
協

１６

力
で
き
る
人

●
任
期　
　

月
中
旬
〜　

年
３
月　

日

１０

１８

３１

●
役
割　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
（
２
回
程

度
）、
行
政
全
般
に
関
す
る
提
案
（
随
時
）、

会
議
へ
の
出
席
（
１
回
）

●
募
集
人
数　

３
０
０
人

●
募
集
締
切　

９
月　

日
（
金
）

３０

※
申
込
方
法
な
ど
詳
細
は
、
市
土
木
課
に
備

え
付
け
の
応
募
用
紙
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
申
込
・
問
合
先　

同
局
企
画
課
�
０
５
２

（
９
５
３
）
８
１
２
７
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

h
ttp
://w

w
w
.cb
r.m
lit.g
o.jp
/k
ik
ak
u

/ik
iik
i/in
d
ex
.h
tm

可
児
市
陸
上
競
技
大
会 

陸
上
競
技
に
挑
戦
を

　

可
児
市
陸
上
競
技
協
会
は
、
市
総
合
体
育

大
会
・
陸
上
競
技
大
会
の
参
加
者
を
募
集
し

ま
す
。

●
期
日　
　

月　

日
（
日
）
雨
天
決
行

１０

１６

●
時
間　

午
前
９
時　

分
競
技
開
始

３０

●
場
所　

市
総
合
運
動
場
（
坂
戸
）

●
参
加
資
格　

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
・
在

学
の
人

●
種
目

●
参
加
費　

無
料

●
申
込
方
法　

市
体
育
連
盟
事
務
局
（
�
�

８
６
０
０
）
へ
電
話
で
申
し
込
む

●
申
込
締
切　
　

月
５
日
（
水
）

１０

●
問
合
先　

同
協
会
の
若
宮
修
司
さ
ん
�
０

９
０
（
４
４
０
３
）
３
６
９
６
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジhttp://w

akash.com
/kam

o/

 
花
い
っ
ぱ
い
運
動
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル 

素
敵
な
花
壇
を
表
彰

　

可
児
市
花
い
っ
ぱ
い
運
動
実
行
市
民
会
議

が
実
施
し
た
、
平
成　

年
度
花
い
っ
ぱ
い
運

１７

案
内 

G
u

id
an

ce

動
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
の
審
査
会
が
８
月　

日
１２

に
行
わ
れ
、
優
秀
作
品
が
決
ま
り
ま
し
た
。

今
年
で　

年
目
と
な
る
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル

１４

は
、
自
治
会
な
ど
の
単
位
で
花
苗
を
シ
ー
ズ

ン
を
通
じ
て
育
成
管
理
し
、
そ
の
成
果
を
発

表
す
る
も
の
で
す
。
今
年
度
は　

の
団
体
が

１８

参
加
し
ま
し
た
。

●
審
査
結
果　

○
会
長
賞
＝
愛
岐
ケ
丘
自
治

会　

○
市
長
賞
＝
緑
自
治
会　

○
議
長
賞

＝
今
渡
台
自
治
会　

○
優
秀
賞
＝
前
波
自

治
会
、
光
陽
台
自
治
会
、
明
智
自
治
会

●
問
合
先　

維
持
管
理
課

消
費
生
活
相
談 

代
金
引
換
郵
便
物
に
注
意
！

　

消
費
生
活
相
談
に
は
、
恋
人
紹
介
サ
ー
ビ

ス
業
者
か
ら
突
然
、
代
金
引
換
郵
便
物
で
女

性
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
な
ど
の
情
報
が
送
ら
れ

て
き
て
、知
ら
ず
に
受
け
取
っ
て
し
ま
う
と
、

後
日
さ
ら
に
高
額
な
事
務
手
数
料
を
請
求
さ

れ
た
と
い
う
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
◎
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
は 

○
代
金
引
換
郵
便
は
、
不
用
意
に
受
け
取
ら

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
心
当
り
の
な

い
代
金
引
換
郵
便
物
は
「
受
取
拒
否
」
で

き
ま
す
。（
本
人
が
不
在
の
場
合
は
、「
不

在
配
達
留
置
郵
便
」
扱
い
に
し
て
、
受
取

人
在
宅
の
時
間
帯
に
あ
ら
た
め
て
配
達
し

て
も
ら
う
よ
う
す
る
と
良
い
で
し
ょ
う
）

○
代
金
引
換
郵
便
を
利
用
し
た
時
は
、
そ
の

内
容
や
金
額
を
家
族
と
共
有
し
、
ト
ラ
ブ

ル
を
防
ぐ
よ
う
努
め
ま
し
ょ
う

○
通
信
販
売
に
は
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制

度
の
適
用
が
あ
り
ま
せ
ん
。
注
意
し
ま
し

ょ
う

○
身
に
覚
え
の
な
い
請
求
に
は
応
じ
ず
、
毅

然
と
し
た
態
度
で
拒
否
し
ま
し
ょ
う

●
相
談
先　

○
岐
阜
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

�
０
５
８
（
２
６
５
）
０
９
９
９　

○
中

濃
地
域
振
興
局
�
�
３
１
１
１

●
問
合
先　

商
工
観
光
課

【市役所】〒509-0292 広見一丁目1番地　1烝1111
URL http://www.city.kani.gifu.jp/

会長賞を受賞した愛岐ケ丘自治会の花壇

１００m、１，０００m、走り幅跳び、ソフトボー
ル投げ

小 学 生
（５、６年）

男　
　

子

１００m、２００m、１，５００m、走り幅跳び、走
り高跳び、砲丸投げ、ジャベリックスロー中 学 生

１００m、２００m、４００m、５，０００m、走り幅
跳び、走り高跳び、砲丸投げ

一 般 ・
高 校 生

１００m、８００m、走り幅跳び、ソフトボール
投げ

小 学 生
（５、６年）

女　
　

子

１００m、２００m、８００m、走り幅跳び、走り
高跳び、砲丸投げ、ジャベリックスロー中 学 生

１００m、２００m、８００m、走り幅跳び、走り
高跳び、砲丸投げ

一 般 ・
高 校 生

学校・職場で男女各１チーム編成
１００m×４人４００mリレー

オータムジャンボ宝くじ

　９月２６日（月）～
１０月１１日（火）発売　

　１　等　１億５，０００万円×２４本
　前後賞　各２，５００万円
　２　等　１，０００万円×２４本
　３　等　１００万円×２４０本
※この宝くじの収益金は、市町村の明る
いまちづくりや環境対策、高齢化対策
など地域住民の福祉向上のために使わ
れます。

●問合先　総務課
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市
立
保
育
園
・　

月
の
園
庭
開
放 

１０

ゆ
う
ゆ
う
ひ
ろ
ば
に
行
こ
う

　

市
内
に
あ
る
４
つ
の
市
立
保
育
園
は
、
園

庭
開
放
「
ゆ
う
ゆ
う
ひ
ろ
ば
」
を
開
催
し
ま

す
。
親
子
で
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

●
場
所
と
期
日
な
ど
（
雨
天
中
止
）

●
時
間　

午
前
９
時　

分
〜　

時　

分

３０

１１

３０

●
問
合
先　

久
々
利
�
�
１
５
１
２
、
土
田

�
�
８
３
１
８
、め
ぐ
み
�
�
３
９
３
２
、

兼
山
�
�
２
１
０
２

キ
ッ
チ
ン
ス
ト
レ
ー
ナ
ー 

販
売
を
終
了
し
ま
す

　

平
成
６
年
か
ら
生
活
排
水
対
策
の
一
環
と

し
て
、
市
役
所
お
よ
び
連
絡
所
に
て
キ
ッ
チ

ン
ス
ト
レ
ー
ナ
ー
や
三
角
コ
ー
ナ
ー
の
販
売

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
近
年
、
公
共
下
水
道

お
よ
び
合
併
浄
化
槽
の
普
及
に
伴
い
、
生
活

雑
排
水
が
河
川
へ
直
接
流
入
す
る
こ
と
が
減

少
し
、
そ
の
役
割
が
薄
れ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
誠
に
勝
手
な
が
ら
、
そ
の
販
売

を　

月
末
日
を
も
ち
ま
し
て
終
了
さ
せ
て
い

１０

た
だ
き
ま
す
。
永
ら
く
の
ご
愛
用
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●
問
合
先　

環
境
課

合
同
無
料
相
談
会 

気
軽
に
相
談
を

　

美
濃
加
茂
公
証
役
場
、
岐
阜
県
行
政
書
士

会
可
茂
支
部
、
岐
阜
県
司
法
書
士
会
中
濃
支

部
は
、　

月
１
日
の
「
法
の
日
」
お
よ
び　

１０

１０

月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
の
「
公
証
週
間
」
に

ち
な
ん
で
、
公
証
人
、
司
法
書
士
、
行
政
書

士
に
よ
る
合
同
無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま

す
。
専
門
的
な
こ
と
で
も
、
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

●
期
日　
　

月
２
日
（
日
）

１０

●
時
間　

午
前　

時
〜
午
後
４
時

１０

●
場
所　

福
祉
セ
ン
タ
ー（
今
渡
）

●
内
容　

公
正
証
書
に
よ
る
遺
言
・
賃
貸
借
・

金
銭
消
費
貸
借
な
ど
の
契
約
、
農
地
法
、

建
設
業
法
、
風
俗
営
業
法
、
そ
の
ほ
か
官

公
庁
提
出
書
類
作
成
、
不
動
産
・
商
業
・

法
人
登
記
、
供
託
手
続
、
司
法
書
士
に
よ

る
法
律
相
談
な
ど

●
問
合
先　

岐
阜
県
行
政
書
士
会
可
茂
支
部

（
担
当
・
福
井
さ
ん
）　

�
�
１
０
０
０

東
海
財
務
局
岐
阜
財
務
事
務
所 

国
有
財
産
売
却
の
お
知
ら
せ

　

東
海
財
務
局
岐
阜
財
務
事
務
所
は
、
国
有

地
の
売
却
を
し
ま
す
。

●
売
却
物
件　

今
渡
字
杉
ノ
下
１
７
６
２
番

　

外
１
筆

●
売
却
方
法　

一
般
競
争
入
札（
期
間
入
札
）

に
よ
る
売
却
。
原
則
郵
便
に
よ
り
、
東
海

財
務
局
（
名
古
屋
市
中
区
）
で
受
け
付
け
。

岐
阜
財
務
事
務
所
で
は
受
け
付
け
し
ま
せ

ん
●
公
示
日　

９
月
２
日
（
金
）

※
公
示
日
以
降
に
「
入
札
の
し
お
り
」
を
配

布
し
て
い
ま
す
。

●
入
札
受
付
期
間　

９
月　

日
（
月
）
〜　

２６

１０

月
４
日
（
火
）
午
後
５
時
必
着

●
開
札
日　
　

月　

日
（
水
）

１０

１２

●
問
合
先　

岐
阜
財
務
事
務
所

 

�
０
５
８
（
２
４
７
）
４
２
５
２

男
女
共
同
参
画
・
交
流
サ
ロ
ン 

し
ゃ
べ
り
場
・
テ
ー
マ
は
夫
婦

　

そ
ろ
そ
ろ
団
塊
世
代
の
定
年
退
職
を
迎

え
、
今
以
上
に
夫
婦
で
一
緒
に
い
る
時
間
が

増
え
て
き
ま
す
。
お
互
い
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ギ
ャ
ッ
プ
や
こ
れ
か
ら
の
生
活
に
不

安
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

専
任
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
囲
ん
で
、
日
ご

ろ
の
喜
び
・
不
満
・
思
い
な
ど
を
口
に
し
て
、

す
っ
き
り
し
ま
し
ょ
う
。
申
し
込
み
は
不
要

で
す
。
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

●
期
日　
　

月
８
日
（
土
）

１０

●
時
間　

午
後
２
時
〜
３
時

●
場
所　

文
化
創
造
セ
ン
タ
ー（
下
恵
土
）　

●
問
合
先　

総
合
政
策
課

場　

所

久
々
利

保
育
園

土　

田

保
育
園

め
ぐ
み

保
育
園

兼　

山

保
育
園

期
日

毎週　
火曜日

毎週　
水曜日毎週木曜日

内　

容

園
庭
遊
び
（　

月　

日
は

１０

１８

小
麦
粘
土
遊
び
）

園
庭
遊
び
（　

月　

日
は

１０

２６

自
然
物
遊
び
）

園
庭
遊
び
（　

月　

日
は

１０

２７

葉
っ
ぱ
で
遊
ぼ
う
）

園
庭
遊
び
（　

月　

日
は

１０

１３

飛
ば
し
て
遊
ぼ
う
、　

日
２７

は
木
の
実
で
遊
ぼ
う
）

１０月１日からの住民票の異動届出

本人確認を行います
　近年、第三者が本人になりすまして、転入届や転
出届を行い、本人の知らない間に住民票を移し、国
民健康保険証や印鑑登録証などを取得するといった
事件が発生し、全国で社会問題となっています。
　そこで市は、事件を未然に防ぐため、１０月１日か
ら住民異動届の届出人の本人確認を、身分証明書を
提示してもらうことにより行います。

　対象とする届出

○転入届　○転居届　○転出届　○世帯変更届

　確認の方法　

　運転免許証、旅券（パスポート）、住民基本台帳
カードなど、公官署の発行した顔写真付きの身分証
明書によって確認

　本人の確認ができない場合

　証明書の提示ができない場合は、届出書受理後、
異動者に対し届出を受理した旨の通知書を送付

　このように届出人が誰であるかを確認し、確認で
きない場合、当事者へ届出があったことの通知をし
ます。これにより虚偽の届出を未然防止し、市民の
個人情報を保護します。
●問合先　市民課
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１１００月月はは「「土土地地月月間間」」、、１１００月月１１日日はは「「土土地地のの日日」」

「「土土地地とと共共にに 豊豊かかなな社社会会」」

【市役所】〒509-0292 広見一丁目1番地　1烝1111
URL http://www.city.kani.gifu.jp/

を
発
症
し
た
場
合
に
は
、
そ
れ
が
石
綿
に
暴

露
し
た
こ
と
が
原
因
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
れ

ば
、労
災
補
償
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

○
岐
阜
労
働
局
安
全
衛
生
課
�

０
５
８
（
２
４
５
）
８
１
０
３
（
石
綿
ば

く
露
防
止
対
策
、
法
規
制
、
健
康
管
理
手

帳
な
ど
に
関
す
る
こ
と
）　

○
同
局
労
災

補
償
課
�
０
５
８
（
２
４
５
）
８
１
０
５

（
労
災
補
償
制
度
に
関
す
る
こ
と
） 

な
ど
に
よ
る
健
康
診
断
を
受
診
す
る
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。（
受
診
の
際
、
医
師
に
自
分

が
過
去
に
石
綿
に
か
か
わ
る
作
業
を
し
て
い

た
旨
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
）

　

石
綿
の
健
康
診
断
の
結
果
、
胸
部
レ
ン
ト

ゲ
ン
検
査
で
一
定
の
症
状
が
あ
る
場
合
な
ど

は
、
岐
阜
労
働
局
に
申
請
す
れ
ば
、
健
康
管

理
手
帳
の
交
付
を
受
け
、
無
料
で
定
期
的
に

健
康
診
断
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
石
綿
肺
、
肺
が
ん
、
中
皮
腫
な
ど

石
綿
を
取
り
扱
う
作
業
従
事
者
の
皆
さ
ん
へ 

健
康
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
が
多
発
し
て
お

り
、
今
後
も
増
加
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

石
綿
を
取
り
扱
う
一
定
の
作
業
な
ど
に
従

事
し
て
い
た
人
は
、
石
綿
に
暴
露
し
て
い
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
最
寄
り
の
医
療

機
関
に
相
談
の
上
、
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査

金
融
庁
・
預
金
保
険
機
構 

預
金
保
険
制
度
の
改
正

　

平
成　

年
４
月
以
降
は
、
当
座
預
金
や
利

１７

息
の
つ
か
な
い
普
通
預
金
は「
決
済
用
預
金
」

と
し
て
全
額
保
護
さ
れ
、
定
期
預
金
や
利
息

の
つ
く
普
通
預
金
な
ど
は
、
１
金
融
機
関
に

つ
き
預
金
者
１
人
当
た
り
、
元
本
１
千
万
円

ま
で
と
、
そ
の
利
息
な
ど
が
保
護
さ
れ
る
と

い
う
も
の
で
す
。

　

具
体
的
に
ど
の
預
金
が
「
決
済
用
預
金
」

に
該
当
す
る
か
な
ど
の
詳
細
は
、
金
融
機
関

の
窓
口
な
ど
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

東
海
財
務
局
岐
阜
財
務
事
務
所

理
財
課
�
０
５
８
（
２
４
７
）
４
１
１
３ 

平成１７年４月から預金等の分類

全額保護（恒久措置）
当座預金・利息のつかない普

通預金など
決済用預金

１金融機関で合算して元

本１，０００万円までと、その利

息などを保護

利息のつく普通預金・定期預

金・定期積立、元本補てんのあ

る金銭信託（ビッグなど）など

一般預金など

保護対象外
外貨預金、元本補てんのない金銭信託（ヒットな

ど）、金融債（保護預り専用商品以外のもの）など

１０月は「土地月間」、１０月１日は「土地の日」１０月は「土地月間」、１０月１日は「土地の日」

「土地と共に 豊かな社会」「土地と共に　豊かな社会」
　土地は、ほかの財と同様に個人の資産ですが、それと同時に、土地は、現在お

よび未来における国民のための限られた貴重な資源であり、国民生活や産業活動

に不可欠な基盤です。みんなが自分勝手に土地を利用したり、自分の利益だけを

考えて投機的な土地取引を行ったらどうなるでしょうか？

　土地政策を推進していくためには、国民一人ひとりに「土地は公共性・社会性

を持った資源である」という認識を持っていただく必要があります。

　平成元年にできた土地基本法は、土地政策を進めていくに当たって、国民共通

の認識とすることが必要な『土地についての基本理念』を次のように４つ定めて

います。

①土地については公共の福祉が優先します

②土地は適正に、計画に従って利用されなければなりません

③土地は、投機的な取引の対象にしてはなりません

④土地の価格が、道路・鉄道の整備や人口・産業の動向など周辺状況によって増

加する場合には、それによって得られた利益に応じた適切な負担が求められます

　国土交通省では、この『土地についての基本理念』の普及・啓蒙を図るととも

に、土地関係施策等に関する国民の理解を深めるため、１０月を「土地月間」、そ

の初日である１０月１日を「土地の日」と定めて、１０月に各種の広報活動を行うこ

ととしています。

　土地取引には届出が必要です

　５，０００㎡以上の土地取引には国土利用計画法による届出、１万㎡以上の土地取

引については、公有地の拡大の推進に関する法律による届出が必要となります。

詳しくは、建築指導課に問い合わせてください。

　不動産の無料相談会を実施

　（社）県不動産鑑定士協会は、普段皆さんがお悩みの土地の価格や不動産の売

買などについて答える無料の相談会を開催します。気軽にご利用ください。

●期日　１０月３日（月）

●時間　午後１時～４時

●場所　総合会館（市役所向かい）

●内容　不動産の価格相談、売買・交換、　賃貸借など、不動産に関する諸問題

について

●対象者　一般

●問合先　市建築指導課
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仕
事
と
家
庭
を
考
え
る
月
間 

雇
用
環
境
の
整
備
を

　
　

月
は
「
仕
事
と
家
庭
を
考
え
る
月
間
」

１０
で
す
。
す
べ
て
の
労
働
者
が
、
仕
事
時
間
と

生
活
時
間
の
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
多
様
な
働

き
方
が
で
き
る
雇
用
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

社
会
全
般
で
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

　

事
業
主
は
、
平
成　

年
４
月
１
日
に
改
正

１７

さ
れ
た
育
児
・
介
護
休
業
法
に
基
づ
く
就
業

規
則
な
ど
の
整
備
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
雇
用
管
理
改
善
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
ま
す
の
で
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
期
日　
　

月　

日
（
木
）

１０

１３

●
時
間　

午
後
１
時　

分
〜
４
時　

分

３０

３０

●
場
所　

シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
美
濃
加
茂
（
Ｊ
Ｒ

美
濃
太
田
駅
南
）

●
内
容　

○
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
現
状

と
雇
用
管
理
上
の
ポ
イ
ン
ト　

○
子
ど

も
・
子
育
て
応
援
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

●
申
込
方
法　

会
社
名
、
役
職
、
氏
名
、
電

話
番
号
、「
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
美
濃
加
茂
」
を

明
記
し
、
郵
便
（
〒
５
０
０
　

－  

８
８
４
２

岐
阜
市
金
町
４
　

－  

３
０
明
治
安
田
生
命
岐

阜
金
町
ビ
ル
）
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
（
�
０

５
８
（
２
６
３
）
１
７
０
７
）
で
送
る

●
申
込
・
問
合
先　

岐
阜
労
働
局
雇
用
均
等

室　

�
０
５
８
（
２
６
３
）
１
２
２
０

終
戦　

周
年 

６０

戦
没
者
追
悼
式
の
お
知
ら
せ

　

市
は
、
先
の
大
戦
で
亡
く
な
ら
れ
た
皆
さ

ん
を
追
悼
し
平
和
を
祈
念
す
る
た
め
、
戦
没

者
追
悼
式
を
開
催
し
ま
す
。

●
期
日　
　

月　

日
（
月
）

１０

２４

●
時
間　

午
後
１
時　

分
〜
２
時　

分

３０

３０

●
場
所　

文
化
創
造
セ
ン
タ
ー（
下
恵
土
）

●
対
象
者　

市
内
在
住
の
人

※
服
装
は
、
平
服
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

福
祉
課

恩
給
欠
格
者
、
引
揚
者
の
皆
さ
ん
へ 

総
理
大
臣
名
の
賞
状
を
贈
呈

　

旧
軍
人
等
で
恩
給
等
を
受
け
て
い
な
い
恩

給
欠
格
者
の
人
、終
戦
に
伴
い
本
邦
以
外
の
地

域
か
ら
引
き
揚
げ
て
こ
ら
れ
た
人
に
内
閣
総

理
大
臣
名
の
賞
状
等
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

　

請
求
書
類
は
、
福
祉
課
に
あ
り
ま
す
。
な

お
、
既
に
請
求
さ
れ
た
方
は
、
再
度
請
求
す

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

資
格
要
件
な
ど
詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事
業

特
別
基
金
�
０
１
２
０
（
２
３
４
）
９
３

３
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジh

ttp
:/
/
w
w
w
.

h
e
iw
a
.g
o
.jp

名
古
屋
国
税
局
多
治
見
分
室 

気
軽
に
税
務
相
談
を

　

名
古
屋
国
税
局
多
治
見
分
室
は
、
身
近
な

税
金
の
問
題
に
お
答
え
す
る「
税
務
相
談
室
」

を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
相
談
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
国
税

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
」

か
ら
も
利
用
で
き
ま
す
。
税
金
の
こ
と
で
困

っ
た
と
き
、　

分
か
ら
な
い
と
き
、知
り
た
い

と
き
な
ど
、
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
相
談
日　

土
・
日
、
祝
日
を
除
く

●
時
間　

午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

●
場
所　

税
務
相
談
室
多
治
見
分
室
（
多
治

見
税
務
署
内
・
多
治
見
市
音
羽
町
）

●
電
話
相
談
先　

○
名
古
屋
国
税
局
相
談
室

�
０
５
２
（
９
７
１
）
５
５
７
７　

○
同

多
治
見
分
室
�
０
５
７
２
�
７
１
３
１

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス　

h
ttp
://w

w

w
.tax
an
sw
er.n
ta.g
o.jp

●
問
合
先　

同
多
治
見
分
室

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園 

各
種
の
通
信
講
座
を
用
意

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
は
、
趣
味
・
教
養
か
ら
語
学
、

資
格
ま
で
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
の
通
信
講
座
を

開
設
し
て
い
ま
す
。
通
信
講
座
は
、
自
宅
な

ど
で
マ
イ
ペ
ー
ス
で
学
べ
る
こ
と
が
魅
力
の

ひ
と
つ
で
す
。

　

申
し
込
み
に
つ
い
て
は
、
無
料
の
案
内
資

料
を
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

●
講
座　

俳
句
、
短
歌
、
川
柳
、
書
道
、
ペ

ン
字
、
絵
画
、
手
芸
、
英
語
、
ハ
ン
グ
ル
、

中
国
語
、
資
格
、
福
祉
資
格
、
教
養
な
ど

●
受
講
期
間　

３
カ
月
〜
１
年
間
（
講
座
に

よ
り
異
な
り
ま
す
）

●
申
込
期
間　

年
中

●
資
料
請
求
先　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園　

フ
リ
ー
ダ

イ
ヤ
ル
�
０
１
２
０○

０６
 

８
８
８
１

●
問
合
先　

同
学
園

 

�
０
４
２
（
５
７
２
）
３
１
５
１

　市は、毎月第１、３土曜日に、市民課と税

務課で証明書発行業務などを行っています。 

●時間　午前９時～正午 

●場所　市役所（入口は庁舎西口） 

●業務内容　住民票・戸籍の証明書・印

鑑証明書・各種税務証明書の発行、

戸籍の届け出の受け付け、納税相談 

※住所変更と印鑑登録はできません。 

　（外国人についても同様です） 

　市は、毎月第１、３土曜日に、市民課と税

務課で証明書発行業務などを行っています。 

●時間　午前９時～正午 

●場所　市役所（入口は庁舎西口） 

●業務内容　住民票・戸籍の証明書・印

鑑証明書・各種税務証明書の発行、

戸籍の届け出の受け付け、納税相談 

※住所変更と印鑑登録はできません。 

　（外国人についても同様です） 

　図書館は、個人情報保護法に基づくセキュリティー
の強化を図るため、また、インターネット予約サービ
スを開始するため、コンピューターの更新を実施しま
す。併せて、５年に１度の全蔵書の点検を行います。
　臨時休館中は、利用者の皆さんにご迷惑をお掛けし
ますが、よろしくお願いします。
●臨時休館期間　１０月１日（土）～１４日（金）
●休館施設　本館・帷子分館・桜ケ丘分館・移動図書館
●問合先　同本館��５１２０

図書館 臨時休館のお知らせ



ポリオ
　● 期日と場所　　○ ９月２６日（月）＝
帷子公民館　　○ ９月３０日（金）＝平
牧公民館　　○ １０月４日（火）＝兼山
公民館　　● 受付時間　２時～２時３０
分　　● 対象者　投与日を基準とし
て、生後３カ月から９０カ月までの乳
幼児で、未投与者と１回投与済者　
※２回目投与は、１回目との間隔を
６週間以上空けてください。

献血
　● 期日　９月２７日（火）　　● 受付時
間　１０時～１時、２時～４時　　● 場
所　ユニー可児店（中恵土）
※４００�献血にご協力ください。

１歳６か月児健康診査
　● 期日　９月３０日（金）　　● 受付時
間　１時～１時１５分　　● 場所　保健
センター　　● 対象者　１６年２月１６日
～２９日生まれ　※虫歯予防と食生活
についてもお話します。

母子健康手帳交付
　● 期日　毎週金曜日　　● 受付時間　９
時１５分～９時３０分　　● 場所　保健セ
ンター

元気はつらつ講話
　● 期日　１０月４日（火）　　● 時間　１
時３０分～２時１０分　　● 場所　福寿苑
（大森）　　● 内容　腰痛・膝痛・肩こ
り予防

乳児健康診査
　● 期日　１０月５日（水）　　● 受付時
間　１時～１時１５分　　● 場所　保健
センター　　● 対象者　１７年５月１６日
～３１日生まれ

離乳食相談
　● 期日　１０月５日（水）　　● 受付時
間　２時～２時１５分　　● 場所　保健
センター　　● 対象者　離乳期の乳児
を持つ人　

あこがれママ教室
　● 期日　１課＝１０月７日（金）　　● 受
付時間　９時１０分～９時２０分　　● 場
所　保健センター　　● 内容　妊娠中
の生活と栄養（試食）

３種・２種混合（初回・追加）

　● 対象者　生後３カ月以上９０カ月未
満　　○ ３種＝百日ぜきにかかったこ
とのない子（３～８週間の間隔で３
回接種）　　○ ２種＝百日ぜきにかか
ったことのある子（４～６週間の間
隔で２回接種）　※初回終了後１年
～１年半の間隔で追加接種を受けて
ください。接種前には必ずお子さん
の体温を測ってください。

３歳児健康診査
　● 期日　１０月３日（月）　　● 受付時
間　１時～１時１５分　　● 場所　保健
センター　　● 対象者　１４年９月１日
～１５日生まれ

ＢＣＧ
　● 期日　１０月７日（金）　　● 受付時
間　１時３０分～１時５０分　　● 場
所　保健センター　　● 対象者　１７
年６月１６日～３０日生まれ　※ＢＣＧ
の前後４週間は他の予防接種を受け
ないでください。

住宅（建築）相談
　● 期日　１０月７日（金）　　● 時間　１
時～４時　　● 場所　市役所１階相談
室　※耐震、住宅性能表示制度、保証
制度の相談も受け付けます。　　● 問
合先　建築指導課

男女共同参画・交流サロン
　● 期日　１０月８日（土）　　● 時間　１
時３０分～４時３０分　　● 場所　文化創
造センター（下恵土）　※専任のアド
バイザーによる身近な悩みの個別相
談あり。　　● 問合先　総合政策課

男女共同参画・法律相談
　● 期日　１０月８日（土）　　● 時間　３
時～５時　　● 場所　文化創造セ
ンター　　● 相談員　女性の弁護
士　　● 定員　４人（先着順）　　● 申込
方法　総合政策課へ電話で予約す
る　　● 申込開始日時　１０月３日（月）
午前８時３０分～　※主に女性の人権
に関する悩みや問題（離婚、相続、
金銭貸借、雇用問題、女性や子ども
への暴力）について、ご相談くださ
い。　　● 問合先　同課

法律相談
　● 期日　９月２７日（火）、１０月７日（金）
　● 受付時間　１時～２時　　● 場所
福祉センター（今渡）　　● 問合先　ま
ちづくり推進課

心配ごと相談
　● 期日　毎週火曜日　　● 時間　１
時～４時　　● 場所　福祉センター
　● 問合先　市社会福祉協議会　��
１５５５

ことば・発達相談
　● 日時　平日の３時３０分～４時３０
分に電話で受け付け、予約　　● 場所
養護訓練センター（可児警察署西）
※お子さんの言葉と発達について気
軽に相談してください。　　● 申込・問
合先　同センター　��０２５５

生涯楽習相談
　● 期日と場所　　○ １０月１日（土）＝
広見公民館ゆとりピア　　○ １０月９
日（日）＝文化創造センター　　● 時
間　１時～４時　※子どもボランテ
ィア相談も受け付けます。体験活動
についても気軽に相談してくださ
い。　　● 問合先　生涯学習課

乳児健診・１歳６か月児健診・３歳児
健診と保健センターで行われる予防接
種の番号札は、午前８時３０分から受付
に用意しています。番号札を利用する
場合は、母子健康手帳を持参の上、お
越しください。 　● 問合先　健康増進課
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場　所受付時間期　日

保健センター１時３０分～
２時３０分

９／２７
（火）

土田公民館２時～
２時３０分

１０／６
（木）

陶磁器類
ガラス類
瓶資源
紙容器

収集地区

１貍５貉
中恵土・下恵土・禅台寺・
徳野南・平貝戸・明智・
石森・石井

８貍６貅今渡・土田

１５貍３豺菅刈・西帷子・緑・鳩吹台・
若葉台・虹ケ丘

２２貍１３貅東帷子・愛岐ケ丘・長坂・
光陽台・長洞・帷子新町

－１２貉
川合・川合北・谷迫間・
清水ケ丘・日本ランド・
美里ケ丘・坂戸・矢戸・
塩・塩河・室原・坂戸台

－４貂
久々利・羽崎・二野・緑ケ丘・
羽生ケ丘・瀬田・柿田・
しらさぎ・渕之上・兼山

－７貊
下切・北姫ニュータウン・
みずきケ丘・今・広眺ケ丘・
広見

－１４貊
桜ケ丘・皐ケ丘・桂ケ丘・
小滝苑・柿下・大森・松伏・
大森台・星見台

１０月のガレキ処分場（大森・福寿苑南）利用日
９日（日）・２３日（日）
受付：午前９時～午後４時３０分

１０月のごみ・リサイクル資源収集日


